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とは

東京都西部に位置する30市町村からなるエリアは多摩地域と呼

ばれています。多摩地域は、優れた技術を持つ中小企業や大学・

研究機関などが集積する地域です。

東京都は、地域の経済団体や支援機関とともに、多摩地域で社

会的な課題の解決に資する新たな製品・サービスが生まれ続ける

好循環(＝イノベーションエコシステム)をつくるため、中小企業

やスタートアップなどの多様な主体が交流し連携を強める取組を

展開する「多摩イノベーションエコシステム促進事業」を実施し

ています。

「たま未来・産業フェア」は本事業の一環として、多摩地域内

外から多くの企業と人を呼び込み、製品展示や地域の皆様との交

流を通じて、新たな連携とイノベーションの創出を促すことを目

的とした、多摩地域最大級の展示会イベントで、今回が第3回目の

開催です。
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開催概要

名称 第3回 たま未来・産業フェア

会期 2026年1月30日(金) 10:00 17:00 / 31日(土) 10:00 16:00
※準備日：2026年1月29日(木)

会場 東京たま未来メッセ(〒192-0046 東京都八王子市明神町3丁目19-2)

※JR八王子駅より徒歩約5分、京王八王子駅より徒歩約2分

内容 • 多摩地域を中心とした中小企業の製品展示

• ワークショップ(ビジネス、ものづくり・実験体験)

• ステージイベント(講演、パネルディスカッション)

• 特別企画(スマートな家とくらし)

• マッチングコンシェルジュデスク

• 特別商談会

• 交流拠点 たまスタンド

• 回遊企画（デジタル版スタンプラリー、ミッションラリー）

開催目的
この展示会では、語り合う熱が新しいビジネスを生み出す、「ものづくり」「GX・DX」

「くらし」の３つをテーマに、多摩地域や区部・近隣県から、様々な個性を持つ中小企業が

製品・サービスを展示します。多様な企業・地域の皆様との交流を通じて新たな連携とイノ

ベーション創出を目指す、『企業とイノベーションとくらしをつなげる展示会』です。

主催 多摩イノベーションエコシステム実行委員会

(東京都、東京都商工会議所連合会、東京都商工会連合会、

(一社)首都圏産業活性化協会、(公財)東京都中小企業振興公社、

(地独)東京都立産業技術研究センター)

出展者 多摩地域を中心に、東京都、埼玉県、神奈川県、山梨県に事業所を有する中小企業者

出展料 無料

(標準装備以外のオプション、搬出入費用等、出展に係る費用は出展者負担)

入場料 無料(要来場登録)

来場者数 のべ来場者数 8,013名(実来場者数3,386名)

（前回実績：のべ来場者数7,749名(実来場者数3,190名))

展示 • 基礎小間:146小間(うち19小間はリーディングプロジェクト企業)

• 主催企画:5小間

(ギズモード・ジャパン編集部、一般社団法人kitokito 、パナソニックホームズ株式会社、

株式会社ミスミ、木工房三澤)

• 支援機関:8小間
(東京しごとセンター多摩、東京都企業立地相談センター、

(地独)東京都立産業技術研究センター、(公財)東京都中小企業振興公社、

(Open innoVation Field TAMA、 TOKYO創業ステーションTAMA、

ビジネスチャンス・ナビ)、インビテーション to TAMA、

東京都HTT実践推進ナビゲーター事業)
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出展スケジュール

7月

16日(水)
WEBサイト公開

18日(金)
出展申込開始

29日(火)
出展募集説明会 オンライン開催 (1回目)

9月

10月

4日(木)
出展申込締切

24日(水)
出展者決定

11月

13日(木)
Webサイトリニューアル
出展者情報掲載開始
出展者用素材（ロゴデータ、メールテンプレート）の提供
出展者用広報アイテム（ポスター、チラシ）の発送

12月

5日(金)
各種申請書提出期限

上旬
専用マッチングサイトにて商談アポイント開始（～1月中旬）
出展者フォローアップ講座（事前準備編・事後フォロー編）公開

1月

29日(木)
専用マッチングサイトでの商談調整期限
出展者搬入(出展準備)12:00～17:00

30日(金)～31日(土)
「たま未来・産業フェア」会期 (30日は出展者交流会実施)

31日(土)
出展者搬出(引き上げ)、事務局撤去 16:00～18:00

8月 7日(木)
出展募集説明会 オンライン開催 (2回目)

2月

6日(月)
スキルアップセミナー・出展者説明会・名刺交換会・
マッチングコーディネーターによる販路開拓等相談会

14日(火)
専用マッチングサイト開設・稼働

中旬
スキルアップセミナー・出展者説明会のアーカイブ動画公開
連携に向けた個別相談機会 ※希望者のみ

20日 (月)
出展者オーダーサイト「ユーザーID」「パスワード」の配信、申請開始

中旬
「出展者事後アンケート回答」

19日(木)
振り返り報告会・出展者事後交流会
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■出展分野

出展者情報 5
「ものづくり」「GX・DX」「くらし」の3分野の一般出展者に加え、「リーディングプロジェクト」

参画企業を加えた146の出展者が参加した。

出展数分野

54ものづくり

44GX・DX

29くらし

19リーディングプロジェクト

146合計

出展数分野

68多摩地域

5223区

16神奈川県

9埼玉県

1山梨県

146合計

※リーディングプロジェクト

■出展エリア

山梨県埼玉県神奈川県23区多摩地域

1富士吉田市3川口市8相模原市9千代田区23八王子市

3入間市5横浜市7渋谷区7町田市

1さいたま市1川崎市6中央区7府中市

1久喜市1藤沢市4新宿区5立川市

1日高市1海老名市4大田区4武蔵村山市

22他12自治体22他16自治体

1計9計16計52計68計

●エリア詳細

ものづくり

37%

GX・DX

30%

くらし

20%

LP※

13%

前回との比較で、「ものづくり」が7ポイントの減となった
が、「GX・DX」は4ポイント、くらしは３ポイントの増加
となり、分野の偏りが緩和された。

前回は多摩地域からの出展が52%を占めていたが、23区が
3ポイント増加したほか、神奈川、埼玉も増加。自治体別の
分布では多摩地区では八王子市外の割合が増える結果と
なった。23区については全体における出展割合は増えたも
のの、自治体数としては1自治体の減となった。

多摩地域

46%
23区

36%

神奈川県

11%

埼玉県

6%

山梨県 1%



出展者情報 6

ものづくり(54社)

アートビーム(有)1

アイクォーク(株)43

(株)相信2

(株)葵製作所3

明司ゴム(株)44

Azzurro plus81(同)4
(株)アダムトライアルマネジメ
ント

14

(同)AND15

(株)and316

(株)ｉｎｄｕｓｔｒｉａ17

(株)エイ・アイ・シー18

AIC-VISION(株)45

(株)エー・シーケミカル19

(株)Any Design20

NBKマーケティング(株)21

(株)MITECH22

(株)LDF23

(有)オクギ製作所24

(株)カズテクニカ25

(株)カネテック46

カネパッケージ(株)26

(株)Quantec27

(株)コスモ計器39

(株)サーランド・アイエヌイー40

(株)狭山金型製作所47

(株)シスプロ41

(有)シューコーポレーション42

新協電子(株)98

(同)XEPHY99

(株)ダイエイバレル67

大陽工業(株)100

(株)タグワン68

田中プレス工業(株)101

(株)超音波機器システム102

(株)デイテク69

(株)トラウム103

(株)ナラハラオートテクニカル96

(株)二幸技研70

ニシハラ理工(株)71

日精産業(株)104

日本化工機材(株)105

(有)東企画室72

VISTA(株)106

(株)平田商店73

(株)フォルム107

複合資材(株)74

古川電気工業(株)108

(株)ブレイブ75

(株)文伸76

(株)マスヒロ132

(株)ＭＥＭＯテクノス131

くらし(29社)

ame lab hagutto33

(有)ISAMISA DESIGN STUDIO89

(株)イノウエ90

Essence research(株)54

(株)n-position55

(同)ｏｌｉｏ56

(株)カノアクルー57

Ｊ－和インターナショナル(株)91

(株)昇栄産業92

ＳｔａｎｄａｒｄＢｒｕｓｈ58

(株)TherapiCo59

(株)タチカワファッションラボ60

(株)テイト微研116

design51261

(株)東京山側DMC117

陶芸土花62

(株)ノウト82

(株)Heart Joint118

(株)フォーメック120

(株)深谷歩事務所121

(株)プロステクノ83

松ノ助122

水鳥(株)84

(同)未来製作所85

MIWA atelier86

(株)メディアロボテック87
メディテーションプレイス東京高
尾

88

(株)やましたグリーン123

(同)ROOTS119

リーディングプロジェクト(19社)

アクセスエンジニアリング(株)LP11

(株)amulapoLP12

(株)ICOMALP09

(株)うちゅうLP10

(株)カモマンLP15

codeless technology (株)LP19

(株)CogSmartLP01

(株)ココロミルLP04

scheme verge(株)LP13

(株)SeiRogaiLP17

(株)ティーエムダイレクトLP08

(株)Tokyo New CinemaLP06

(株)ピリカLP07

fabula(株)LP05

FutuRocket(株)LP18

(株)ベストマテリアLP16

ヘルスセンシング(株)LP02

polyfit(株)LP14

リアルワールドゲームス(株)LP03

GX・DX(44社)

(株)アイジェクト5

アイフォーコム(株)6

(株)イチカワ35

伊藤電機(株)7

(株)VR IMAGINATORS36

(株)ウイーズダム8

(株)EGGHEAD37

(有)エフピー工業38

エル・アバンダンス(株)9

(株)ガリレオ10

KANTAN(株)49

(株)GIRON50

(株)Quark51

(同)Glorious Journey52

計測エンジニアリングシステム(株)53

(株)サプル12

(有)三幸電機製作所13

(株)GENZ28

(株)シグナイト29

(株)システムクラフト30

(株)ジッテ31

(株)シナジー研究所63

(株)セラピア65

(有)創造デザイン32

ソルビファイ(株)66

(株)Timers48

(株)高尾印刷77

(株)ディスペンシア78

(株)DayBridge93

(有)テイワイアソシエイツ94

DRIPS(株)95

日本キャステム(株)79

バディワークス(有)80

(株)Ｐｉｇｍｅｎｔ126

(株)VAB97

(株)富士機工110

(株)藤商127

(株)フューチャーアース研究所111

(株)MinD in a Device112

マザーセキュリティ(株)113

(株)夢現舎114

(株)リーシス115

(株)リプロモデル125

LOOVIC(株)128

■出展者一覧 (全146社:分野別・50音順) ※社名左の英数字はブース番号

(有)ユウキ製作所109

ライノジャパン(株)129

(株)リサシステム130



多摩地域

61.7%

23区

21.1%

神奈川県

9.2%

埼玉県

4.4%

山梨県

1.0%

その他

2.6%

ビジネス

61.2%

それ以外

38.8%

製造業

24.0%

サービス業

10.9%

官公庁/大学・研究機

関/支援機関

10.8%商社・代理店・卸売

7.7%

情報通信業

6.0%

金融・証券・保険

3.3%

建設・不動産

3.1%

小売業

3.0%

その他業種

9.0%

一般/学生

22.1%

来場者情報 7
来場者数 8,013 名(実来場者数3,386名)
※実来場者数は受付の二次元バーコード読み取り数、紙登録、中学生以下のパス発行数を合計した。

のべ人数は展示会場に設置したカウンターの計測値を元に算出した。

天気のべ来場者数実来場者数

晴3,5981,5791月30日(金)

晴4,4151,8071月31日(土)

8,013(7,749)3,386(3,190)累計

■地域

来場者の属性は以下の通り。
(2日間の来場登録情報を元に算出)

■来場目的

■業種

※()内は前回実績

前回は全体の63.2％が多摩地域
からの来場。今回は区部や近隣県

からの来場がやや増加した。



会場レイアウト｜会場仕様 8

交流サロン

1/30(金)：休憩スペース(16:00まで)
1/31(土)：ワークショップ会場

1F

3F(展示棟2F)

庁舎・会議室棟2F

ホワイエ

ワークショップ会場

第5会議室(99㎡)
1/30(金)：商談・業務スペース

第1会議室(199㎡)
ワークショップ会場

第2会議室(199㎡)
1/30(金)：特別商談会場
1/31(土)：就職支援セミナー

1階ホワイエ

アンケート回収

1階ホワイエ

受付

3階 産業サロン
商談スペース(予約不要)

常設救護室

1階ホワイエ

整理券配布場所
(1/31のみ)

特別企画エリア

スマートな家とくらし



■フロアマップ(1階展示会場)

9

※出展者情報は P５ を参照

会場レイアウト

■31日(土)

■30日(金)



■リーディングプロジェクトエリア

10

リーディングプロジェクトエリアでは、多摩イノベーション

エコシステム促進事業の取組内容やリーディングプロジェクト

参画企業の製品・サービス等の紹介を行った。

また、同エリア内でシールラリーを実施し、各ブースへの来場者

の訪問を促したほか、シールラリーの景品にはプロジェクト参画

企業の製品を用意したことで、企画を通じて来場者に

プロジェクトの周知効果も得た。

※リーディングプロジェクトとは

多摩地域でのイノベーション創出の成功事例を作り出すことを

目的として、多摩イノベーションエコシステム実行委員会が

支援するプロジェクト。

多摩地域の課題解決に向けて、中小企業やスタートアップ等の

複数プレイヤーが連携し、研究開発を終えた製品・サービスの

社会実装に向けた検証等を行う。

令和7年度時点で、26件のプロジェクトが進行中

■実施概要
・展示:19小間(19社)
・企画:シールラリー

会場レイアウト

■ゾーンレイアウト図

＜シールラリーの台紙＞

表 裏TAMA INNOVATION ECOSYSTEM リーディングプロジェクト：
https://tama-innovation-ecosystem.jp/project/



11交流拠点 たまスタンド/ キッチンカー

■出展キッチンカー
●1/30(金)

三丁目のNEW YO! CAR
フードトラックカルム

●1/31(土)
ケ－ズキッチン（八王子ナポリタン）
サニーガレット（八王子野菜を使用したガレット）

■実施概要
●台数

4台(各日2台)

●出展時間
1/30(金)10:00-17:00
1/31(土)10:00-16:00

■交流拠点 たまスタンド
展示会参加者(出展者、来場者、登壇者等)が気軽に立ち寄り、普段接しない異業種の方との交流の中で新たな
気づきを得るための本展示会の交流拠点として1月30日(金)限定で設置した。

■実施概要
・交流拠点 たまスタンドはどなたでも利用可能とした。
・出展ブースを回遊するデジタル版スタンプラリー企画の特典として、3社以上のスタンプを取得した

参加者のみ、ドリンク1杯を提供した。
※5社以上スタンプを集めると別途景品も進呈。お渡し場所は、景品引換所にて。

・参加者間交流促進のため、各テーブルにトークテーマを2つ用意した。テーマへの回答を付箋に記入
いただき、木のパネルに貼り付けることで交流の仕掛けとした。

・たまスタンド来場者数は、466名。

■キッチンカー
来場者向けの飲料等提供のため、会期中屋外（屋根下広場）に キッチンカーを手配できるよう設計した。



TANOTECH株式会社パナソニックホームズ多摩株式会社

特別企画 12
■スマートな家とくらし
IoTやヘルスケア、防災、省エネなど、最新の技術やアイデアが生み出す「身近でスマートな未来」を、
実際の家の中を再現した空間で展示・体験の提供を実施した。
・対 象 :全年齢
・概 要 :最新IoTが生み出す、健康で理想的な生活の体験
・参加企業:パナソニックホームズ多摩株式会社 ／ 株式会社MANOI企画 ／ TANOTECH株式会社 ／

TECHRENT株式会社伊藤電機株式会社 ／ ユカイ工学株式会社 ／
公益財団法人湘南産業振興財団 ロボテラス

・体験人数:2日間 計1,863名 ※1/30(金) 337名、1/31(土) 1,526名

ユカイ工学株式会社

TECHRENT株式会社 Robot Sprout
伊藤電機株式会社

公益財団法人湘南産業振興財団
ロボテラス



主催企画ブース 13

株式会社ミスミギズモード・ジャパン編集部

一般社団法人kitokito

パナソニック ホームズ株式会社

■主催企画ブース
(ギズモード・ジャパン編集部、一般社団法人kitokito 、

パナソニックホームズ株式会社、株式会社ミスミ、木工房三澤)

ステージイベントに登壇したギズモード、ミスミ、木工房三澤、特別企画協力のパナソニックホー
ムズ、ワークショップの運営をしたkitokitoによる展示を実施した。
各展示内容は次の通り。
・ギズモード・ジャパン編集部:ガジェットの展示や冊子の紹介
・株式会社ミスミ:mevyの紹介や加工品の展示
・木工房三澤:曲げわっぱの展示・紹介
・パナソニック ホームズ株式会社:自社紹介・問合せ対応
・一般社団法人kitokito:木育やワークショップ紹介、木製製品の展示

木工房三澤



東京都企業立地相談センター東京しごとセンター多摩

支援機関ブース 14
各種支援機関によるブース展示を実施した。
・東京しごとセンター多摩
・東京都企業立地相談センター
・(地独)東京都立産業技術研究センター
・(公財)東京都中小企業振興公社

(Open innoVation Field TAMA、TOKYO創業ステーションTAMA、ビジネスチャンス・ナビ)
・インビテーション to TAMA ※1/30(金)のみ
・東京都HTT 実践推進ナビゲーター事業

TOKYO創業ステーションTAMA ビジネスチャンス・ナビ

Open innoVation Field TAMA(地独)東京都立産業技術研究センター

インビテーション to TAMA 東京都HTT 実践推進ナビゲーター事業
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■実施概要
・受付時に来場者全員に読み込むことで参加ができる二次元バーコードを印字した案内チラシをお渡し。
・「ものづくり」、「GX・DX」、「くらし」分野の各出展ブースに読み込みパネルを設置。
・参加者は各社のブースを訪問し、読み込み集めたスタンプの数に応じて景品を獲得できる。
・スタンプを3つ以上集めると「たまスタンド」で無料ドリンクを提供
・スタンプを5つ以上集めると「景品交換所」で素敵なプレゼントを贈呈
・参加者数:３つのドリンク交換265名、５つのプレゼント交換214名

●案内チラシとスタンプラリー画面、景品案内

スタンプラリー企画｜1月30日（金）

1/30(金)、来場者の回遊・出展ブース立ち寄りを目的にスタンプラリーを実施した。

■デジタル版スタンプラリー

たまスタンド 景品交換所

スタンプ5つ以上の景品案内

読み込みパネル



■探索ミッション

16

1/31(土)、来場者の回遊・出展ブース立ち寄りを目的に探索ミッションを実施した。

■実施概要
・受付時に来場者全員にミッションカードをお渡し。
・会場内4か所にエリア(分野・特別企画)紹介パネルを設置。

参加者は各ポイントで重ね押しスタンプを押す。
・エリアのブースを訪問し、カードにブース番号と感想を記入。
・記入済のカードをミッション報告書に持ってくると「多摩地域の産品」がもらえる。
・報告者数:557名

●ミッションカードとスタンプ

●エリアスタンプ台設置場所

スタンプラリー企画｜1月31日（土）

ミッション報告所

ミッション報告所



ステージイベント 17

■スケジュール



■東京都知事よりメッセージ(VTR)

小池 百合子 東京都知事

■東京曲げわっぱの誕生～出会いと共に成長する製品へ～

東京曲げわっぱの特徴や開発の背景、染め工房かほり・山﨑かおり氏との協働による彩色の取組、拓殖
大学・宮木准教授との産学連携による商品開発、さらに販路開拓や今後の展望についてお話しいただき
ました。

■ミスミが推奨する中小企業に向けたものづくり

中小企業のDX推進をテーマに、製造業における人手不足や技能継承、生産性向上といった社会課題や調
達プロセスの現状を踏まえ、部品調達におけるmeviyサービスの活用事例や生産現場の自動化の導入効
果、補助金支援の活用、さらに、株式会社MANOI企画 岡本 正行 氏による、ロボットゆうえんちでの
実践的な活用事例を通じて、デジタル時代に選ばれる企業となるための視点や、競争力強化に向けた工
場自動化のポイントについてお話しいただきました。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステージイベント 18
会期中2日間にわたり、展示室内イベントステージにて講演、パネルディスカッションを実施した。
1/30(金)は、協業や共創によるイノベーション創出事例の紹介や、リーディングプロジェクトの取組を
通じて、企業間連携の重要性を伝える企画、製造業に向けた講演を実施した。登壇者との交流機会の創出
として、イベントステージ終了後は、ブースやたまスタンドへ移動していただき、名刺交換などの交流を
していただいた。

1月30日(金)

10:25~10:30

10:30~11:30 パネルディスカッション
木工房 三澤 主亭：三澤 正孝 氏
拓殖大学工学部デザイン学科 准教授：宮木 健二 氏
染工房かほり 代表：山﨑 かおり 氏

13:30~14:30 講演 + クロストーク 株式会社ミスミ
モデレーター：株式会社MANOI企画 代表取締役 岡本 正行 氏

染工房かほり木工房 三澤 宮木 健二 氏

前半：東京曲げわっぱ商品紹介と開発ストーリーについて
後半：協業のきっかけとなった「出会い」のお話

パネルデスカッション
地域の伝統文化・大学の協働による商品開発の取組につい
てお話しいただきました。

前半：中小企業のDX推進～調達と生産の両輪で競争力強化～
後半： デジタル時代に選ばれる企業になるために

株式会社MANOI企画 株式会社ミスミ



■リーディングプロジェクト 多摩発イノベーション創出への挑戦
 
多摩の地域課題解決に複数の企業等が連携し、イノベーションの創出に向けて取り組む『リー
ディングプロジェクト』について、本イベントでは、昨年度実証を行った9プロジェクトの社会実
装に向けた取組を紹介いただきました。 

多摩イノベーションエコシステム促進事業の概要:
多摩イノベーションエコシステム促進事業事務局

成果発表:
本事業に参画した9社がそれぞれの取組を発表

ステージイベント 19

1月30日(金)

15:20~16:50 プロジェクトステージ リーディングプロジェクト参画企業9社

事務局 伊藤氏

株式会社CogSmart fabula株式会社 株式会社ICOMA

polyfit株式会社 scheme verge株式会社 codeless technology株式会社

株式会社カモマン 株式会社 Tokyo New Cinema アクセスエンジニアリング株式会社

s



■『企業価値を高める中小企業のブランディング活動

■スペシャルステージ ロボットと踊ろう！楽しもう！

■多摩から世界へーー技術と人を伝える”FUTURETECH IN TAMA”
 
多摩地域の企業やクリエイターたちが生み出す、地元から世界へ波及するアイデアや技術を、ギズ
モード・ジャパン編集部がピックアップして解説・紹介していただきました。
「加工技術が未来をつくる ― すばらしい“見えないテック”の世界」をテーマとして、金型・射出・研
磨など、完成品の裏側を支える加工技術に光を当てる特集を展開します。日本の製造業の核でありな
がら一般には知られにくい領域を、ギズモード・ジャパンの視点で「世界へ羽ばたくテクノロジー」
として再発見。
専門層には技術の奥深さを、一般層にはその技術が暮らしとどう関わっているかを伝えることで、“日
本が誇る精密加工技術”を多摩地域から発信し、未来をつくる現場の声として届けていただきました。

ステージイベント 20

1月31日(土)

10:30~11:30 講演 ＋ クロストーク

13:00~13:45 公演

1/31(土)は、一般の来場者の方にも多摩地域の企業の取り組みや技術について興味・関心を持ってもらう
ことを目的に、対談や講演等を実施した。

有名なヒット曲に合わせ、複数のロボットたちが呼吸を合
わせて踊るロボットダンスステージ。
子どもたちも一緒に手拍子やダンスを踊ったり、ロボット
で対戦ゲームをしたり、参加型のステージを実施しました。

無名のBtoB町工場から年間2万人が訪れる人気企業へと成長
を遂げた島田電機製作所の事例をもとに、中小企業における
ブランディングの重要性や、デザインと経営の関係性、コン
セプト設計の考え方、インナー・アウター・オフィスそれぞ
れのブランディング実践例とその効果、さらに“すごさ”より
“らしさ”を重視した企業価値の高め方についてお話しいただ
きました。

株式会社島田電機製作所

株式会社MANOI企画

14:00~15:00 講演

ギズモード・ジャパン編集部
有限会社オクギ製作所
株式会社狭山金型製作所
株式会社ナラハラオートテクニカル

スクリーン左：
ギズモード・ジャパン編集部

スクリーン右：（左から)
株式会社ナラハラオートテクニカル
有限会社オクギ製作所
株式会社狭山金型製作所



■顧客への価値提供を考える！交流ワークショップ～共創・連携を成功に導く秘訣～ 
多様な主体が交流する多摩イノベーションコミュニティの取組の一環として、
顧客への価値提供をテーマとした取組事例を紹介した後、産業グループに分かれたディスカッション
を行うワークショップを実施した。
第1部のトークセッションでは、3社が顧客ニーズの捉え方や共創・連携のポイントを事例で紹介。
第2部のグループディスカッションでは、参加者が3つの産業グループに分かれ、事例をもとに意見交
換をおこなった。ワークショップ終了後、参加者同士で交流会が行われ、協業に向けた積極的な情報
交換が行われた。

・実施日時:1月31日(土)13:00～15:00
・参加費 :無料 ※事前申込制、当日参加可
・参加者:49名

ワークショップ・セミナー 21
■ビジネスワークショップ
1月30日(金)に3階 第1会議室にてビジネス向けのワークショップを実施した。

共創がひらくロボットビジネスの未来 – つながりから広がる事業展開 –
ロボット産業の最新動向を踏まえながら、参加企業間の協業・連携によって生まれる新たな可能性を探る
ワークショップを実施した。講師の浅井氏によるロボット産業に関する動向や傾向ついての講演のあとに、
参加者のフラッシュトークを通じ、各社の未来を形作るためのヒントを模索した。

・実施日時：1月30日(金)10:30～12:00
・参加費 ：無料 ※事前申込制、当日参加可
・講 師 ：浅井 伸一 氏 （株式会社アサイ・エンジニアリング 代表取締役）
・参加者：６名



ワークショップ・セミナー

■体験型ワークショップ

■東京高専発 キッズ実験・技能体験 (東京工業高等専門学校)
1月31日(土)に、1階 交流サロンにて東京高専によるキッズ実験・技能体験のワークショップを実施した。
化学分析やシミュレーター体験を通じて、参加者に技術や化学について興味を持ってもらうことを目的とし
た。

●ワークショップ① 水ってこんなにちがうの!? 実験でびっくり発見
- 市販されているミネラルウォーターの硬度を求める -

市販のミネラルウォーターの硬度を化学分析操作で求める体験。
ものづくりの社会では、純度や濃度などの成分を正確に分析して把握することが重要であり、
その一部を体験することを目的とした。

・実施日時：1月31日(土)10:30～15:30 （整理券制）（順次受付）
①10:30～11:20 ②11:40～12:30 ③13:30～14:20 ④14:40～15:30

・対象年齢：小学4年生以上(小学生は保護者同伴)
・参加者数：53組

●ワークショップ② 溶接シミュレーターで金属をつける体験をしよう！
- AR技術を使った溶接体験 -

溶接シミュレーターを使って、被覆アーク溶接の体験をするワークショップ。
実際に溶接をするには免許が必要であるが、シミュレーターを用いることで、小さなお子様でも容易に
リアルな溶接体験を提供した。

・実施日時：1月31日(土)10:30～15:30 （順次受付）
・対象年齢：小学1年生以上(小学1~4年生は保護者同伴)
・参加者数：49組

■ディノバーンチャレンジGO!!
1月31(土)に、3階 ホワイエにて木製パズル「ディノバーン」ワークショップを実施した。
528通りの組み合わせパターンが存在する木製パズルを完成させ、スマホでかざすことで恐竜をゲットし、
AR恐竜図鑑を作るという体験を提供した。

・実施日時：1月31日(土)10:30～16:00  （順次受付）
・対象年齢：3歳以上(小学生3年生以下は保護者同伴)
・参加者数：145組

22



■体験型ワークショップ

■多摩産材ヒノキでつくろう どんぐりこま・たまごづくり ※お土産つき
1月31日(土)に、3階 第1会議室にて多摩産材ヒノキの「どんぐりこま」「たまご」づくりのワークショップ
を実施した。「どんぐりこま」や「たまご」にペンで自由に絵を描いたり、キラキラ素材やスタンプで模様
をつけたりする体験。参加者が作った作品は、お土産としてお持ち帰りいただいた。
また、会場後方にはあそびコーナーを設置し、参加年齢に満たない参加者の家族や体験を終えた参加者に
木を使った遊び体験を提供した。

●ワークショップ① 多摩産材ヒノキのどんぐりこまづくり
・実施日時：1月31日(土) ①10:30～11:10 ②11:30～12:10 （整理券制）
・対象年齢：小学生以上の方(小学生は保護者同伴)
・参加者数：40組

●ワークショップ② 多摩産材ヒノキのたまごづくり
・実施日時：1月31日(土) ①13:30～14:10 ②14:30～15:10 （整理券制）
・対象年齢：小学生以上の方(小学生は保護者同伴)
・参加者数：40組

ワークショップ・セミナー 23



ワークショップ・セミナー

八王子市
35.0%

多摩市
7.5%小金井市

7.5%
府中市
7.5%

調布市
5.0%

他
30.0%

無回答
7.5%

居住地

■実施概要
・名 称 ：「“働く自分”が見えてくる！ 多摩の企業で見つける私のキャリア」

― 多摩で働くリアルな魅力を知り、次の一歩につなげよう ―
・主 催 ：東京しごとセンター多摩
・実施日時：1月31日(土)11:45～12:45
・実施場所：3F 第2会議室
・参加費 ：無料 ※事前申込制
・ 井上 由紀恵 氏（国家資格 キャリアコンサルタント）
・参加者数： 42 名

多摩地域の産業の特徴などを理解した上で、実際に展示会場の出展企業を見学することにより、多摩地域の
中小企業に興味を持ってもらうことを目的とし、前回に続き1/31(土)に東京しごとセンター多摩主催の
就職支援セミナーを実施した。

■アンケート内容

10代
0.0%

20代
7.5%

30代
2.5%

40代
10.0%

50代
25.0%

60代
42.5%

無回答
12.5%

年代

●参加者の意見(一部抜粋)

・ブース見学の参考になった。
・多摩地域の企業に興味をもった。
・多摩での就労について、考えるきっかけになった。

役に立った

67.5%

まあ役に立った

25.0%

無回答 7.5%
回答数●セミナーは役に立ちましたか。

27役に立った

10まあ役に立った

0役に立たなかった

3無回答

40合計

(回答数40)

■就職支援セミナー

離職中

60.0%

在職中

37.5%

在学中

2.5%

無回答 0.0%

現在の状況
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出展者ブース紹介 25
本イベントの特徴の一つとして、ビジネス層が多く来場する金曜日と、一般層が多く来場する土曜日の
2日間開催が挙げられる。
そこで、出展ブースで体験価値を提供する等の工夫が見られた出展者の一例を取り上げる。

-30日(金)の出展内容-
取付金具などの展示、店舗内の什器、八王子のデザイナーより
依頼された個性豊かな製品紹介や自社アウトドアブランドの手
掛けるアウトドア製品の展示しています。
-31日(土)の出展内容-
アウトドア製品（BBQ用鉄板）を、実際に手に取ってもらい”
鉄”の感触を体感していただき、手のひらサイズの製品を持って
もらい『重さあてゲーム』を実施しています。
-事務局所感-
金曜日は、「鉄」への熱意をPRしつつ、土曜日は、自社製品の
魅力を体感できる展示となり、「雪だるま」などの可愛らしい
鉄製品を実際に手に取り、重さを当てる体験型のゲームは、お
子様をはじめ多くの来場者の注目を集めていました。

有限会社ユウキ製作所 ブース番号109:ものづくり分野

株式会社サプル ブース番号012:GX・DX分野

-30日(金)の出展内容-
試作基板の設計～製造、検査治具の開発・製作、基板実装やリ
ワーク、筐体組立、検査・評価業務といった開発初期に必要と
なる一連の対応サービスの紹介、ケース別の対応実例のご紹介
や、実際の製作物も展示しています。
-31日(土)の出展内容-
地元の子ども向けに定期開催している、ものづくり体験教室
「サプルプレイファクトリー」の出張版として、「はんだづけ
体験」を用意しています。
-事務局所感-
金曜日はビジネス向けの自社PRに注力しつつ、土曜日の本物さ
ながらの装備を使ったリアルなものづくり体験は、子どもたち
の興味を引き、スタッフの丁寧で親身なサポートもあり、終始
にぎわいを見せていました。

-30日(金)の出展内容-
作業服・制服。イベント衣料など、事業において日常利用する
アパレルグッズを展示します。オリジナルアパレル製品の制作
を通して、多摩地域企業のブランディングに役立ちたいと考え
ています。
-31日(土)の出展内容-
地域企業・自治体向けにオリジナルアパレル制作をしておりま
す。「見た目にオシャレで機能的なアパレルグッズ」で地域イ
メージ向上のお役に立ちたいと考えております。
-事務局所感-
金土両日ともに、多くの来場者で賑わいを見せていました。
土曜日は一般来場者向けにくじ引きを実施することで、終始
ブース前は大勢の人が詰め掛けていた印象です。

株式会社タチカワファッションラボ ブース番号060:くらし分野
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出展を通じて得た地域連携と新たな反応

株式会社うちゅう（ブース番号LP10：リーディングプロジェクトエリア）
■今回出展を決めた理由は何ですか。
今回参加を決めた理由は、多摩地域の新たな観光価値として、夜の時間帯を活かした体験の可能性を多くの
方に知っていただきたかったためです。弊社では、多摩地域の星空を題材にしたナイトタイムツーリズムを
テーマに、滞在型観光モデルの検証に取り組みました。多摩地域は自然資源に恵まれている一方で、観光が
日帰り中心になりやすく、宿泊や夜間消費の伸びに課題があります。そこで、星空を切り口に地域資源と組
み合わせた新しい観光体験を提案し、地域事業者や来場者の皆さまとの接点を広げたいと考え、参加しまし
た。

■出展に向けて工夫したことを教えてください。
弊社のワークショップで使用しているホワイトパズルを設置し、お子様に体験していただくことで興味関心
を引く導線をつくりました。お子様が体験している間に親御さんと事業内容についてお話しする機会が生ま
れ、「今後申し込み可能な星空ツーリズムはあるか」といったお問い合わせをいただく場面もありました。
また、モニターで事業内容を流すとともに、iPadで写真や資料を用いた補足説明を行うことで、来場者の関
心やニーズに合わせたご案内を行いました。その結果、複数事業者にコンテンツの具体的な利活用について
関心をいただきました。

■本イベントに参加してみた感想をお願いします。
本イベントに参加してみて、多摩地域の事業者や来場者の方々と直接接点を持てる貴重な場だと感じました。
企業関係者だけでなく、幅広い立場の方が来場される展示会であるため、自分たちの取組に対してどのよう
な関心が寄せられるのかを知るうえでも有意義な機会だったと思います。
また、展示内容を見て終わりではなく、その場で会話が生まれやすい雰囲気があり、地域の中で新しい事業
や連携の可能性を探る場として非常に意義があると感じました。
多摩地域ならではの取組が集まることで、来場者にとっても出展者にとっても、新しい発見のあるイベント
になっていたのではないかと思います。

■出展目的の達成状況について教えてください。
出展目的は、今回取り組んできた2つの観光事業について、一般来場者と企業・事業者の双方に知っていた
だき、今後の展開に向けた反応や接点を得ることでした。
その点では、おおむね目的に沿った機会になったと考えています。
一般来場者の視点からは、観光コンテンツとしてどのように受け取られるかを知ることができました。
企業や事業者の視点からは、連携や事業化の可能性を考えるうえで参考となる反応を得ることができたので
はないかと思います。特に、現地で多くの事業者や来場者の方々と対面でフィードバックや感想を得られた
ことは大きな成果でした。
オンライン上では得にくい温度感のある反応に触れられたことで、今後の磨き上げや展開を考えるうえで有
意義な機会になったと感じています。

■次回出展を検討されている方へのメッセージをお願いします。
本イベントは、自社の取組を紹介するだけでなく、地域課題や来場者ニーズと向き合いながら、新しい事業
の可能性を具体化できる貴重な機会だと感じます。インターネット上やSNSでの発信だけでは分からない受
け止められ方や関心の持たれ方を、対面の場ではより具体的に知ることができました。また、多摩地域なら
ではの多様な事業者や来場者が集まる展示会だからこそ、地域との接点づくりや今後の連携可能性を探るう
えでも意義のある場だと思います。事業の完成度にかかわらず、まずは実際に出展してみることで見えてく
るものが多いのではないでしょうか。
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SNS活用とターゲットに合わせた展示で成果創出

株式会社リサシステム(ブース番号130:ものづくり分野)

■今回出展を決めた理由は何ですか。
多摩（町田市）が地元でもあり、弊社製品及び弊社のことを知っていただきたく出展しました。
また、運営事務局による多様な企画やPRの取り組みがなされており、区部で開催している他展示会と比べて
も、前回出展時には来場者・出展者の双方から多くのお声がけをいただき、商談の機会につながりました。
こうした抜群の「コストパフォーマンス」も出展の理由となっています。

■出展に向けて工夫したことを教えてください。
ターゲットを意識して展示内容を工夫した点です。
今年で発売3年目となる「アラーム検知之助」を展示しました。本製品は在宅介護者向けに開発・販売して
きたものですが、今回は工業分野向けへとターゲットを切り替えて出展しました。新たなターゲティングに
あたり、チラシやポスターも新たに制作し直しました。
また、土曜日にファミリー層の来場が多いことを想定し、カラールーレットを展示しました。ゲーム性を取
り入れることで、お子様にも楽しみながら製品の動き方や仕組みを知っていただけるよう工夫しました。さ
らに、今回新たに弊社運用のSNSアカウントを立ち上げ、Xや自社ホームページで出展情報や製品紹介を積
極的に発信し、事前告知を強化しました。

■本イベントに参加してみた感想をお願いします。
本イベントへの出展は今回で3回目となりますが、ブース訪問者は過去と比較しておよそ3倍となり、大きな
反響を感じました。特に開場からわずか1時間で十数名の方にご訪問いただき、予想を上回る状況に大変驚
きました。一方で、展示ポスターのサイズがブースの大きさに対して小さく、訴求力が弱くなってしまった
点は反省点です。また、SNSでの来場告知画像にブース位置の案内を入れられなかったため、「場所が分か
らず探した」というお声もいただきました。今後の出展では、こうした点を改善していきたいと考えていま
す。

■出展目的の達成状況について教えてください。
ブース訪問者数は過去の約3倍となり、「リサシステムを見に展示会に来た」とお声がけくださる方も複数
名いらっしゃいました。当初想定していなかった医療関係者や大手おもちゃメーカーの方からも反響をいた
だき、出展目的である認知拡大という点では一定の成果を得られたと感じています。一方で、ポスターサイ
ズやSNS告知内容など改善すべき点も明確になりました。今後は名刺交換させていただいた方へのアフター
フォローを進め、商談化につなげていく予定です。

■次回出展を検討されている方へのメッセージをお願いします。
金曜日と土曜日で展示内容を変更する必要もあり面倒と感じるかもしれませんが、その企画を考える事が自
社製品を見直す機会にもなります。
運営事務局の出展前からのセミナーなど盛り上げのご尽力もあり、出展する価値のある展示会だと思います。
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8年ぶりの展示会出展 挑戦を成功させた出展準備

株式会社シグナイト（ブース番号29：GX・DX分野）

■今回出展を決めた理由は何ですか。
当社は府中を拠点とするITベンダーとして、多摩地域とのつながりをより深めたいという思いを強く持って
います。そのため、地域の企業や来場者の方々と直接交流できる機会として、本イベントへの出展を決めま
した。今回の展示では、当社の強みであるGIS（地図情報システム）や生成AIを活用したサービスを、企業
や自治体、地域住民の皆さまに実際に体験していただきながら、その可能性や魅力を感じていただく場にし
たいと考えました。
また、来場者の方との対話を通じて新たな接点を生み出し、今後のサービス開発や地域との連携につなげた
いという思いもあり、出展を決定しました。

■出展に向けて工夫したことを教えてください。
1つ目は組織内コミュニケーションの強化です。当社は本イベントのような展示会への出展が8年ぶりで、展
示会のノウハウを持つ社員が1人もいない状態から準備をスタートしました。そのような環境下でも準備を
滞りなく進めるため、ガントチャートなどのタスク管理ツールの活用と日頃からのコミュニケーションを意
識しました。
2つ目は柔軟な対応です。当初は多機能なサービスを幅広く展示する予定でしたが、進捗状況を踏まえ、本
イベント2か月前に急遽仕様変更を行い、展示内容をシンプルにする方向へ大きく舵を切りました。
3つ目は徹底したシミュレーションの実施です。社内に本番と同じ大きさのブースレイアウトを再現し、機
材や什器を実際に設置したうえで2回のシミュレーションを行いました。ブース担当者役と来場者役に分か
れて検証した結果、配線の位置による動線の妨げや、ブース内の動きづらさを事前に改善することができ、
本イベント当日も滞りのない運営を実現できました。

■本イベントに参加してみた感想をお願いします。
金曜日と土曜日で異なる商材を展示し、多くの来場者にブースへお立ち寄りいただきました。その中で「こ
うした方がよい」といった具体的な改善要望を直接いただくことができ、今後の開発を進めるうえで大きな
収穫となりました。一方で、会場内の通信環境が不安定でWebサービスが動かない場面があり、お客様をお
待たせしてしまった点は反省点です。また、タペストリーやチラシ、展示ブースに情報を詰め込みすぎたこ
とで、何が得意な企業なのかが分かりづらくなってしまいました。設営日に提供された出展サポートニュー
を活用し、展示会アドバイザーの大島様から助言をいただき、掲示情報を絞り込みました。また、 土曜日は
一般来場者が多いという特徴を踏まえて手作りのポップや風船装飾を追加しました。

■出展目的の達成状況について教えてください。
両日で100名以上の方と名刺交換をさせていただき、社内目標を達成することができました。また、多くの
来場者から具体的な改善要望をいただき、今後の開発につながる貴重なフィードバックを得ることができま
した。さらに、今回展示した新規サービスの開発に携わった若手社員にとっても、準備から出展までの取り
組みが大きな学びと成果につながりました。一方で、通信環境や視認性といった課題も明確となり、今後の
改善点として取り組んでいきたいと考えています。

■次回出展を検討されている方へのメッセージをお願いします。
展示会への出展は、実績やノウハウがないと難しいのではないかと思われるかもしれませんが、本イベント
では、事前説明会に加えて個別相談会やフォローアップ講座といった充実したサポート体制が用意されてい
るため、初めてでも安心して準備を進めることができました。
また、出展者同士の交流会が複数回開催されるため、出展準備や当日の工夫などのノウハウ共有といった情
報交換を行うことができ、前向きに出展に取り組める点も大きな魅力だと感じました。
初めて出展する企業にとっても、安心して取り組める魅力的な展示会だと感じます。
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■ 本展示会への出展経験について教えてください

■ 本展示会の参加目的と参加成果について教えてください【複数回答】

■ ①申込時の期待度と②展示会を終えての満足度を5点満点で教えてください

●来場者数について ●来場者層について

初出展

56%

2回目

前回出展

28%

3回目

16%

1 本展示会

のみ

18%

2 時折出展している

54%

3 定期的に出

展している

28%

n=138n=133

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

その他

地域住民との交流によるアイデア創出

新事業創出や協業先の探索・開拓

異業種との交流・マッチング

製品に関する評価・意見聴取

新商品等のアピール

商談、顧客との関係強化

参加成果 参加目的
n=140 n=115

2.0% 2.0%

37.0%

8.0%

30.0%

39.0%

27.0%

51.0%

①期待度 ②満足度

5

4

3

2

1

平均 3.78 平均 4.38

n=138

平均 3.76 平均 4.15

n=135n=137

2.0%5.0%

38.0%

16.0%

33.0%

45.0%

24.0%
37.0%

①期待度 ②満足度

5

4

3

2

1

1.8倍 1.5倍

■ 本展示会以外の展示会に出展したことはありますか

新規顧客獲得、販路拡大

本展示会のみ

18%

時折出展している

54%

定期的に出展

している

28%
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■ 今回の成果について教えてください

●名刺交換数

■ ビジネス目的以外の来場者層とは、どのような交流ができましたか【複数回答】

●ブース訪問者数

●商談数

N       ：127社
平均 ：9.9社
中央値：5社
最低 ：0社
最大 ：40社

n=228

(訪問者数)

(回答数)

N       ：116社
平均 ：107社
中央値：80社
最低 ：15社
最大 ：700社

N       :112社
平均 :99.0社
中央値:80社
最低 :20社
最大 :500社

A 製品・サービス・技術のPRができた

B 自社の社名・事業のPRができた

C 製品改良・開発のヒントを得た

D 新製品・試作品のテストマーケティングができた

E 交流できなかった

F その他

A FB C D E

(回答数)

(商談数)

(回答数)

前回

N :114社
平均 :6.5社
中央値:3社
最低 :0社
最大 :100社

前回

14
20

14 13

22

33

0

10

20

30

40

n=134

2 10名～25名

17%

3 26名～50名

45%

4 51名～100名

33%

84

16 15 8 1 6 2

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

10名未満

1%

10名～25名

17%

26名～50名

45%

51名～100名

33%

101名超

4%

10-30 31-50   51-70   71-90  91-100   101-

0-5   6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31-
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■ たま未来・産業フェア全体を通しての満足度を5点満点で教えてください

■ 次回開催時の出展意向を教えてください

■異業種・異分野の来場者や出展者との
交流はありましたか

n=136

■ 交流を通じて、自社の製品・サービスに関する新たな
気付きはありましたか

n=99

・多くの来場者にブースに来ていただくことができた

・地元八王子でPRできた

・toB,toC両方にアプローチできた

・来場者層も幅広く、様々な業種の方と話せた

・近く協業できそうな企業を知ることができた

・事務局のフォローが手厚く展示会不慣れな弊社でも満足しく出展ができた

・異業種の出展者、来場者と交流ができた

・来場者の興味関心が高かった

・ビジネスアイディアを獲得できた

・駐車スペースを増やしてほしい

・平日を１日のみでなく、２日開催してほしい

・物販ができるようになると嬉しい

・会場内のWifiが弱かった

満足した点

改善してほしい点

・ビジネス層、一般層、双方の来場者にアプローチできる貴重な機会のため

・地元企業との協業の可能性が大きく広がるため

・異業種の出展が多く、多様な視点からの対話や気づきを得られるため

・期待以上の成果を得られたため

・多摩地域での開催のため

・出展料無料のわりに成果を多く得られたため

・出展メリットが大きいため

・事務局のサポートが手厚いため

・お客様との定期的接点取得のため

【出展したいと回答した方】その理由を教えてください

【検討中と回答した方】その理由を教えてください

(前回 4.28)

5

61%

4

34%

3

5%

平均 4.56

n=136 ・出会いは多いが、求めている客層とは異なるため

・出展後の効果を踏まえて今後検討していきたい

・開催日と自社のスケジュールを見て検討したい

n=133

あった(具体的な商談・連

携の可能性が生まれた)

48%
あった(情報交換・意見交換

ができた)…

少しあった

8%

ほとんどなかった

2%

具体的な可能性を

見いだせた

35%
方向性のヒントを得

られた

58%

特に見出せなかった

7%

出展する

78%

検討中

21%

出展しない

1%
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■ 販路拡大・情報収集など、ビジネスチャンスに対して効果・成果がありましたか

n=116

■ 新たなビジネスに向けたヒントの獲得など、イノベーション創出に対して効果・成果がありましたか

・事業パートナーという形で協業できそうな会社と知り合えた

・新たな得意先となりそうな企業とつながりを持てた

・展示品に対する、幅広い属性の方々の意見、感想を50件近く集める
ことができた

・将来的な協業や販売に繋がる事業者の方と意見交換ができた

・具体的な取引とは言えないものの未来へ続く出会いがあった

・多摩地域での展示会出展は初だったので新規客の引き合いが多かった

・当社ではなかなか直接、商談ができないような相手と商談ができ、
他の事業の協業を模索できた。

・既存製品の新規ビジネス（BtoC）の可能性の確認できた

・様々な企業・団体とマッチングできた

・ターゲットとなる来場者との出会いがなかった

・そもそもイノベーション創出を目的としていないため

・当日展示をした新サービスのマーケティングのリサーチができた

・業種と触れ合うことで、協業先として色々と考えられることができた

・具体的な成果はこれからですが、ニーズの確認、ヒアリングができた

・近隣の同業者からの評価が高く、工場見学の依頼が多かった

・商品化にあたり、お客さんの声を聴くことができて、商品のイメージ
を具体的に明確にできた

・製造業・ものづくりでくくられた展示会にでることが多かった中で
システムや異業種の方と情報交換をする機会ができ、知見を広げる
ことができた

【効果・成果があったと回答した方】どんな成果がありましたか

【効果・成果があったと回答した方】どんな成果がありましたか

【効果・成果がなかったと回答した方】なぜそのように感じましたか
n=116

・多少興味は持ってもらえたが、具体的な話は得られなかった
・今のところ新規販路拡大に繋がる見込みがないため

【効果・成果がなかったと回答した方】なぜそのように感じましたか

効果・成果があった

37.9%多少は効果・

成果があった

58.6%

効果・成果

はなかった

3.4%

達成できた

14.7%

一部達成できた

56.0%

達成できな

かった

29.3%

n=116

効果・成果が

あった

52%

多少は効果・成

果があった

45%

効果・成果があった成

果はなかった

3%

■土曜の出展で得られた効果を教えてください

21

10

60

37

33

39

0 20 40 60 80

効果・成果を得ることが難しかった

将来のものづくり人材などの育成

連携・協業先候補との出会い

■「連携を希望する分野」と連携することはできましたか

新規顧客開拓(toB)

新規顧客開拓(toC)

企業認知度向上
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■ たま未来・産業フェアへのご出展は、御社にとってどのような機会となりましたか【複数回答】

■ たま未来・産業フェアへ出展したことで、
新たな事業展開をしたいと感じましたか

■ 【感じたと回答した方】
どのような事業展開をしたいと感じましたか【複数回答】

n=116

・中小企業同士の出展社様が多く、同じ悩み(リソース不足など)共通点も多く、お互い理解しながら補える企業様、パートナー
様と出会える貴重な機会だと感じた

・新規事業にはパートナー企業の存在が必須のため、そのために有意義な展示会であると感じた

・地元学生との協業などを通じ、自社内では考えもよらない斬新なアイデアなどからも創出する可能性があると感じた

・「営業」を目的ではなく、協業連携を意識した面談や会話ができる場であると感じた

・今回展示した自社製品の評判がとてもよく、それを起点としたビジネス展開をしていきたいと感じた

・様々な分野の企業から出展されているため、今までまったく取引の無い分野や業界からの意見、提案、見積り依頼を獲得する
ことができたため

・小規模製造業１社では守備範囲が狭く、地元企業との連携で多くのビジネススチャンスを獲得できると感じた

・来場者から色々な質問を受け、新製品のヒントとなった。

・現事業で手一杯のため
・本展示会に向けて新たにBtoBの事業を構築したため、これ以上の新規事業は尚早と考えた
・既存の事業を充実させることが重要だと感じた

【感じなかったと回答した方】それはなぜですか

【感じたと回答した方】それはなぜですか

27
94

46
37

73
64

54
3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

既存の取引先との関係強化につながった

新規顧客の可能性がある方と出会えた

展示会出展のノウハウが獲得できた

商品の改良や新製品のヒントを得ることができた

協業先・連携先の可能性がある企業と出会えた

自社や自社の製品・サービスを地元の方などに知っ…

出展企業同士のつながりができた

その他
n=116

感じた

85.3%

感じなかった

14.7%

0
19
21

27
40
41

61

新たな製品開発や製品改良

産学連携

異分野にチャレンジ

アイデアのあるスタートアップ企業との連携

技術力のある地元企業との連携

社会課題の解決に資する事業

新たな製品開発や製品改良

0 20 40 60 80
n=116

新規顧客の可能性がある方と出会えた

協業先・連携先の可能性がある企業と出会えた

自社や自社の製品・サービスを地元に方などに知ってもらえた

社会課題の解決に資する事業

新たな製品開発や製品改良

技術力のある地元企業との連携

アイデアのあるスタートアップ企業との連携
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■ ビジネスを目的に来場されましたか

n=888

1/31(土)1/30(金)
２日間累計

はい

46.8%
いいえ

53.2% はい 75.1%

いいえ

24.9%

はい

25.6%

いいえ

74.4%

n=889n=888

■ 本イベントにこれまで来場したことはありますか

初来場

70.6%

２回目

18.1%

３回目

11.3%

■あなたが携わっている業種を教えてください(2日間合計)

製造業

23.4%

サービス業

14.7%

一般 14.7%

官公庁 8.4%

支援機関 6.8%

商社・代理店・卸売 4.7%

情報通信業 4.7%

小売業 3.9%

大学・研究機関

3.9%

金融・証券・保険 2.9%

建設・不動産

2.6%
その他業種 5.5%

その他 3.7%

■ どちらからお越しになりましたか

多摩地域

61.2%

23区

21.6%

神奈川県 9.2%

埼玉県

4.5%

山梨県

1.0%

その他

2.6%

n=2,768

多摩地域の内訳（上位10自治体）
※パーセンテージは全体に対する割合

2.3%町田市628.2%八王子市1

2.3%多摩市64.6%日野市2

1.6%調布市84.0%立川市3

1.2%青梅市93.3%府中市4

1.2%国分寺市10  2.8%昭島市5
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■ 本イベントの開催を何で知りましたか【複数回答】

n=2,768

■ 本イベントの何を目的に参加されましたか【複数回答】

■ 今後、たま未来・産業フェアが開催される場合の
ご来場の希望を教えてください

■ イベント全体の満足度を５点満点で教えてください

平均 4.17 ・まだ未開発なアイデア沢山のものがあり、発想が自分にも湧いてきてと
ても参考になった

・独創的なアイディアで勝負している中身の濃い展示会だった

・ステージイベントの内容が素晴らしかった

・多摩地域の企業の活動を知ることが出来る

・どのブースでも丁寧な説明とパンフレットのおかげでとても分かりやす
く面白かった

・出展者のみなさんがフレンドリーで、体験モノも多くて良かった

・3回目の来場だが、今回名刺交換の数が一番多かった

・スタンプラリーのおかげで、色々なブースを体験できた

・子ども達が今まで出会ったことのないことを経験出来て良かった

・もう少し大きい規模で開催されると良い

・出展企業からその場所で購入したい

・昨年より活況で、出展者とお話ができないことが多かった

・会場マップの向きと位置が分かりにくいため、位置と向きが分かるラン
ドマークを立てると良い

・多摩エリアの自治体の出展があると良い

・パンフレットではなく電子データでの受け取りが良い

満足した点

改善してほしい点

(前回 4.15)

302 

24 

26 

58 

62 

90 

94 

210 

231 

269 

291 

563 

757 

その他

ショート動画

ポストに投函されたチラシ

交通広告（電車内や駅ナカ）

街中広告（ビジョンなど）

多摩エコ事業からの案内

学校からの配布チラシ

本イベント事務局からのメール

WEBニュース

関係機関（商工会等）からのメール

公式SNS投稿

WEB広告（Googleなど）

出展者からの案内

0 100 200 300 400 500 600 700 800

n=888

来場する

98.0%

来場しない

2.0%

n=888

5点

36.8%

4点

44.5%

3点

17.9%

2点 0.7% 1点 0.1%

n=888

55

64

67

73

131

141

146

169

178

351

0 200 400

その他

取引先との交流の為

特別企画(スマートな家とくらし)を体…

講演を聴講するため

取引先拡大のため

業務課題や技術課題を解決するため

業界動向把握のため

多摩地域の企業と交流がしたいため

ワークショップへの参加のため

新製品・新技術の情報収集のため出展者からの案内

WEB広告(Googleなど)

公式SNS投稿
ワークショップへの参加のため

多摩地域の企業と交流がしたいため

新製品・新技術の情報収集のため

n=871

134

156

187

219

296

403

510

0 500 1000

取引先・知り合いの企業

展示会初出展など、他展では出会えていない企業

地元老舗企業など歴史ある企業

スタートアップ企業などの新進気鋭の企業

成長産業など新分野への展開が期待できる企業

知らない企業・未開拓の企業

新製品・技術・サービスの展示が期待できる企業新製品・技術・サービスの展示が期待できる企業

■展示会に、どのような企業が出展していたら足を運ぼうと考えま
すか【複数回答】
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東京たま未来メッセにて、出展者を対象に、スケジュールや施工などに関する説明会と出展者支援を

目的としたスキルアップセミナーを実施した。開催後は、当日参加がかなわなかった出展者向けに、

説明会及びセミナーのアーカイブ動画を公開した。

また、出展者同士の交流などに向け、ネームプレートのストラップを、赤:前回出展者・緑:初出展者と

色分けし、出展経験を視覚化した。

■実施概要
・実施日時:2025年10月6日(月)13:30～17:30(13:00受付開始)

・実施場所:東京たま未来メッセ 1階 展示室A

・参加者数:125名

・説明内容

①イベント開催概要

②出展者が利用できるサポート内容とその利用方法

③展示に関する諸注意事項

(施工、 搬入出、有料レンタル備品・提出書類等の説明 )

・配布資料

出展マニュアル

出展者一覧・小間割図

コミュニティ入会案内チラシ

スキルアップセミナー用資料

■タイムテーブル
13:30～14:20 スキルアップセミナー１:出展準備編

14:30～15:15 スキルアップセミナー２:イノベーション創出編

15:30～17:00 出展者説明会

（～17:30） 参加者交流会

17:00～17:30    個別質問対応(産業コーディネーター、施工事務局、運営事務局)

見本ブース展示(基礎小間A、基礎小間B) / 会場バックヤード見学会

■出展者説明会
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■出展者説明会

■参加者交流会、個別質問対応、会場見学会、ブース展示
・参加者交流会

説明会終了後、出展者同士の交流を深めるため、会場内で交流会を実施した。

・個別質問対応

運営事務局、施工事務局への事務的な相談の他、多摩イノベーションコミュニティの入会説明や、

展示会での商談やビジネスチャンス創出のための準備等に関する産業コーディネーターへの質問の

場として、それぞれのデスクを設けた。

・バックヤード見学会

会期当日に向け、東京たま未来メッセのバックヤードを案内する見学会を実施した。

・ブース展示

実際の標準ブース・社名板を会場内に設置し、参加した出展者にブースのサイズ感や社名板

表示などを確認いただいた。疑問点については施工担当者より回答を行った。

■スキルアップセミナー
①スキルアップセミナー１:出展準備編

講師: 展示会活用アドバイザー 大島節子氏

主に展示会への出展経験が少ない出展者向けに、ブースの装飾方法や当日までの準備、

展示会場での営業方法等、出展者に役立つ内容を説明いただいた。

②スキルアップセミナー２:イノベーション創出編

講師:合同会社デロイト トーマツ 近藤真吾氏

本イベント出展を効果的に活用いただくため、イノベーションの創出の重要性や具体的な取組み、

考え方について説明いただいた。

大島 節子 氏

近藤 真吾 氏
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出展者説明会終了後、出展経験の少ない事業者でも活用しやすい広報ツールの提供や専用のビジネス

マッチングサイトを導入し、出展者同士および出展者と招聘バイヤー間のマッチング支援を実施した。

■Webサイト・SNS素材提供
Webサイトのリニューアルにあたり、出展者が利用可能なロゴデータを作成し、名刺印刷や
ホームページのリンク・SNS発信等への活用を促進した。
・実施日時:2025年11月13日(木)

■メール素材提供
「顧客・取引先にメールで来場案内したいが作成が面倒もしくは時間がない」といった出展者の声に応
えるため、「来場案内メールテンプレート」および「メール署名テンプレート」素材の提供をおこなっ
た。
・実施日時:2025年11月13日(木)

■チラシ・ポスターの提供
チラシ・ポスターを制作、出展担当者に送付し、来場誘致のための案内支援を実施した。

・実施日時:①2025年11月18日(火)発送

②2025年12月12日 (木) 発送

・送付枚数:①1社あたり 第１弾チラシ(A4両面)100枚、ポスター2枚

②1社あたり 第２弾チラシ(A3両面)100枚

現物のチラシについてはpdfデータ形式でも提供を実施。ほか、出展者名やブース番号を記入可能な

汎用チラシデータ(ppt)も提供した。

■連携に向けた個別相談機会（オンライン）
マッチング促進を目的とした会期前の個別オンライン相談サービスを実施した。産業コーディネーター

が協業・連携の観点から、企業PR内容のブラッシュアップや製品・サービスの展開戦略について助言を

行なった。

・実施日時:2025年10月14日(火)～2025年10月24日(金)
※事前の先着申込制、各社30分

■マッチングサイト運用
出展者や招聘企業との事前面談予約や交流等のビジネスマッチングに係わるサービスを「EventHub」

内にて運用。出展者同士のメッセージ交流のほか、出展者から招聘企業への面談申込、並びに招聘企業

から出展者への面談申込支援を実施した。
・実施日時:2025年12月10日(水)～2026年1月31日(土)

※事前の面談設計は2026年1月29日(木)まで

■ブース設営・トーク相談デスク（施工事務局デスク・スキルアップアドバイザー）
前日設営日である1月29日(木)限定で、追加備品等の相談やブースの見せ方、会期中のブース対応時の

トーク相談を実施した。スキルアップアドバイザーの相談では、アドバイザーが希望する出展者のブー

スを巡回し、出展者に対して見せ方やトークのアドバイスを行った。

■フォローアップセミナーの公開
展示会直前準備や当日の対応方法などの具体的なポイントを説明した、展示会活用アドバイザーの

大島氏によるフォローアップセミナーを公開した。

■広報ツール提供、マッチング
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■実施概要

・実施日時:1月30日(金)17:15～18:45
・実施場所:展示室内 イベントステージ下
・参加者数:151名
・形 式 :立食(軽食)

1/30(金)の閉会後に出展者同士の交流・連携を深めることを目的に出展者交流会を実施した。

交流会では、SNS広報ランキングキャンペーンと題して、SNS(X)での広報に力をいれた出展者を表彰

し、多摩地域の美味しい逸品(お菓子、おつまみ、アルコール等)をプレゼントした。

■出展者交流会

39
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■実施概要
・実施日時:2026 2 19 ( ) 15:30 17:30( 15:00) ※

・実施場所:オープンイノベーションフィールド多摩 八王子館 2階 会議室

・参加者数: 31名 23社

■タイムテーブル
15:30～16:30 開拓から協業に向けた 新たな企業関連連携への進め方について アフター展示会セミナー

16:35～16:55 事務局による開催結果フィードバック・出展者による出展成果と課題報告

17:00～17:30 出展者交流会

15:30～17:30 産業コーディネーターによる個別相談会

※上記プログラムと並行実施

・配布資料

アンケート用紙

「開拓から協業に向けた 新たな企業関連連携への進め方について アフター展示会セミナー」スライド

多摩イノベーションコミュニティ 案内チラシ

■アフター展示会セミナー
「開拓から協業に向けた 新たな企業間連携への進め方について アフター展示会セミナー」

講師:合同会社デロイト トーマツ 近藤 真吾 氏

展示会で得たことを次の出展に活かすための事業拡大の成功事例や販路拡大の方法について

ご講演いただいた。

①オープンイノベーションのはじめ方

②事業目標の明確化 販路拡大

③業務提携に必要なこと

④実施、失敗事例

⑤まとめ

⑥多摩イノベーションコミュニティの紹介

オープンイノベーションフィールド多摩 八王子館にて、出展者を対象に、会期後の振り返り報告会

を実施した。また、アフター展示会セミナー、事務局による開催報告、出展者による成果報告などを

と並行し、産業コーディネーターによる相談会も実施した。また、多摩イノベーションコミュニティ

の事務局も参加し、本事業やコミュニティの入会案内を受け付けた。

■出展後フォローイベント 振り返り報告会・出展者事後交流会

近藤 真吾 氏



③J-和インターナショナル株式会社
梶原 亨 氏

出展者サポート 41

■事務局による開催情報のフィードバック、出展者による出展成果と課題報告

• 事務局による開催情報のフィードバック

事務局より、会期当日の来場者情報と出展者情報(速報値)の報告をおこなった。

• 出展者による出展成果と課題報告

①株式会社リサシステム 篠崎 忠生 氏

報告内容:

• 出展準備から当日の運営に至るまで、自社による広報活動を実施したことが、今回の出展成

果につながった。

• 海外のメーカーや医療関連企業などが当社の情報発信を見て展示会に来場し、出展ブースを

訪れてくれる場面もあり、新たな顧客開拓のきっかけとなる展示会となった。

• SNSでの情報発信においては、「たまフェア」「たま未来産業フェア」のハッシュタグを活

用し、広報に努めた。 今回の出展を通じて、新たな分野への展開や今後の事業のヒントを

得ることができた。

②株式会社シグナイト 森田 寿哉 氏

報告内容:

• 展示会への出展にあたり、準備段階では事務局が提供した大島氏によるスキルアップセミ

ナー（出展準備編）の動画や資料、講師のブログを活用し、効果的なブースづくりを実現す

ることができた。 一方で、ブースに情報を詰め込みすぎていた点など、いくつかの課題も

明らかになった。

• 出展ブースに立つ担当メンバーが何度も集まり、接客や商品紹介の練習としてシミュレー

ションを重ねたことで、当日の対応も円滑に行うことができた。 その結果、約100社以上と

名刺交換を行うことができ、2日目の一般参加者への接客も盛況に終えることができた。

③J-和インターナショナル株式会社 梶原 亨 氏

報告内容:

• 多摩地域最大の展示会に出展し、一般参加者に向けて自社製品をPRすることができたこと

で、展示会に参加する意義を改めて認識する機会となった。

• 大型の展示会に出展する機会は多いが、地元に根差した展示会に参加することで、企業とし

ての原点に立ち返ることができた。

• 企業だけでなく個人のお客様とのつながりも生まれ、今後は新たな層に向けて製品の魅力を

伝え、自社製品のさらなる発信につなげていきたいと感じた。

■出展後フォローイベント 振り返り報告会・出展者事後交流会

①株式会社リサシステム
篠崎 忠生 氏

②株式会社シグナイト
森田 寿哉 氏



■特別商談会

1/30日(金)に、3階に出展者とバイヤー企業の商談会場を設け、面談を実施した。
商談は事前にマッチング専用サイトにて組成を行ったほか、
バイヤー企業、リーディングプロジェクト企業の希望により、一部当日の組成も行った。

・参加出展者数:63社※前回実績71社

・招聘企業数:10社

・商談実績:84 （うち4件は事後商談にて実施）
※前回実績 121件

・バイヤー企業との面談に加えて
出展企業同士のマッチングも多く行われた。

・メッセージ交流実績:210件
※前回実績162件

・前回と比較し、出展者間でのメッセージ交流が
特に盛んに行われた。

ビジネスマッチング 42
会期２日間を通して、出展者・バイヤー企業へのビジネスマッチングサポートを実施した。

n=210

n=84

n=63

6

29

19

9

0

10

20

30

商談参加出展者内訳

出展者×出展者

44件(52%)

出展者×バイヤー企業

40件(48%)

商談内訳

出展者×出展者

168件(80%)

出展者×バイヤー企業

42件(20%)

メッセージ交流内訳



ビジネスマッチング 43
■マッチングコンシェルジュデスク

展示室内に産業コーディネーターによるマッチング支援の拠点を設けた。
来場者の企業探索に対して出展者を紹介する他、出展者のマッチングに関する相談に対応した。
・相談実績:36件（1/30 18件、1/31 18件）

■産業コーディネーターによる出展企業巡回フォロー

会期中2日間にわたり、出展者の連携促進・課題解決に資することを目的に出展ブースへの巡回ヒヤ
リングをおこない、出展者の目的に応じた提案やコンサルティングを実施した。
経営課題についての変化は大きくなかったものの、それら課題の解決方法について顕著な変化が見ら
れた。過去は「自社単独での課題解決を目指している」が最も多かったのに対し、今回は「既に他企
業と連携し課題解決を行っている」が一番多く、他の回答や連携先の探索に方法からも、出展者の連
携意欲や探索力が上がってきていることがわかる。
・巡回実績:146件
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現在の経営課題について【複数回答】

■巡回時ヒヤリング事項
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連携先の探索【複数回答】

既に他の企業と連携し

課題解決を行っている

33.9%

課題解決に向け連携先の企

業・機関を探している

28.0%

課題解決に向け相談先を

探している 13.8%

自社単独での課題解決を

目指している 13.2%

補助金を活用したいと考えている

3.7%

課題解決の為の連携先・相談先の

探し方がわからない 1.6% その他 5.8%

課題解決のための連携先探索方法について



来場促進施策 44
来場者誘致のため、様々な媒体により主に多摩エリア・区部への広報活動を実施した。

形式等種別配送枚数実施日

展示会開催と出展募集中の案内過去参加者向け配信2,7307月25日

PRWIRE プレスリリース配信Webバナー広告 ほか-11月13日

各種SNS運用開始(X/Instagram/Face book)Webバナー広告 ほか-11月13日

ゆりかもめ東京ビッグサイト駅 駅貼りポスター交通広告-11月24日~12月21日

Google、Yahoo!、Meta広告、X広告Webバナー広告 ほか-11月24日~1月31日

Run of Nikkei レクタングル広告Webバナー広告 ほか-12月1日～1月31日

みんなの経済新聞八王子版 インフィード広告Webバナー広告 ほか-12月1日～1月31日

開催告知過去来場者向け配信2,54512月5日

JR中央線快速 まど上広告交通広告-12月15日~12月21日

タウンニュース 多摩版雑誌広告・同梱-12月18日

タウンニュース 多摩版 記事広告Webバナー広告 ほか-12月18日

タウンニュース 八王子版雑誌広告・同梱-12月25日

タウンニュース 八王子版 記事広告Webバナー広告 ほか-12月25日

会期一か月前アナウンス(案内希望者のみ)過去来場者向け配信44012月25日

京王線窓上広告交通広告-12月26日～1月28日

多摩モノレール まど上広告交通広告-12月16日~1月15日

いこーよ SPインフィードWebバナー広告 ほか-12月30日~1月31日

八王子駅内ニューデイズビジョン交通広告-1月1日～1月31日

早期来場特典のご案内過去来場者向け配信2,5451月6日

東京都中小企業振興公社会員向けチラシ送付雑誌広告・同梱18,0001月9日~

立川 曙ビルビジョン交通広告-1月12日～1月25日

ギズモード・ジャパンHP記事広告WEB記事-1月15日

京王線 駅貼りポスター(京王八王子駅、調布駅、府中駅交通広告-1月16日～1月25日

ギズモード・ジャパン動画広告(YouTube.TikTok)SNS広告-1月19日

新聞折込広告(八王子市・立川市・日野市)ポスティング27,8001月19日

京王線新宿駅 アドゲート広告交通広告-1月19日～1月29日

JR八王子駅 駅貼りポスター交通広告-1月19日~1月25日

来週開催告知過去来場者向け配信2,2451月20日

JR立川駅・JR三鷹駅 駅貼りポスター交通広告-1月21日~1月27日

京王線八王子駅 駅貼りポスター交通広告-1月23日~1月29日

会期1週間前告知過去来場者向け配信1,8491月23日

今週末開催告知過去来場者向け配信2,1751月28日

本日から開催のご案内過去来場者向け配信2,1721月30日



制作物 45
■キービジュアル ■ロゴ文字

■ポスター■出展募集要項

■WEB純広告バナー
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■チラシ(A4)

■窓上広告

■チラシ(A3)



制作物 47
■チラシ(学校配布用)

■京王アドゲート広告

■トートバッグ ■スマホスタンド
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■金曜日マップ

■金曜日出展者一覧

■土曜日マップ ■探索ミッションカード
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■識別証シール(中学生以下)



制作物(Web サイト) 50
■出展申込LP



制作物(Web サイト) 51
■出展申込ページ(１)
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■出展申込ページ(2)
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■TOP
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■出展企業検索
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■出展企業個別ページ



制作物(Web サイト) 56
■1/30(金)のイベント
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■1/31(土)のイベント
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■MAP
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■おしらせ
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■プライバシーポリシー

■お問い合わせ
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■サイトポリシー

制作物(Web サイト)



制作物(Web サイト) 62
■Cookie(クッキー)含めた外部送信の使用について
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■来場申込ページ


